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政策的医療について
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１ 本日ご議論いただきたいこと

以下の論点について、委員の皆様のご意見をお聞かせください。

今後、市立四日市病院は、周産期医療においてどのような役割を果たすべきか

論点2

論点1

上記の市立四日市病院が果たすべき役割を踏まえ、どのような機能を維持・強化・縮小し、
他医療機関とどのように役割分担・連携すべきか
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２ー１ 周産期医療における区分について

周産期医療体制は、一般分娩を担う医療機関、高度な医療が必要な場合に対応する地域周産期母子医療

センター、重篤な母体合併症や重症新生児を24時間体制で受け入れる総合周産期母子医療センターに区

分される。

区分 役割 備考

総合周産期母子医療セ
ンター

・重症の母体・胎児・新生児に総合的に対応する拠点
・MFICU・NICUを備え、24時間体制で重篤な母体合併症や重症新生児、
早産に対応する医療機関
（都道府県の指定）

三重県内では2病院が指定
（三重中央医療センター、
市立四日市病院）

地域周産期母子医療セ
ンター

・地域の周産期医療を支える中核病院
・産科と小児科を備え、周術期に比較的高度な医療、母体・新生児の医療を担
う医療機関
（都道府県の指定）

三重県内では4病院が指定
（県立総合医療センター、三重
大学医学部附属病院、伊勢赤
十字病院、桑名市総合医療セン
ター）

分娩取扱医療機関 正常分娩を含む低リスク妊娠・分娩への対応、妊婦健診を担う医療機関



© 2026 INTERNATIONAL TOTAL ENGINEERING CORPORATION All Rights Reserved.
4

２ー２ 地域における指定状況について

北勢医療圏における周産期医療体制の指定状況は、総合周産期母子医療センターに市立四日市病院が指

定され、地域周産期母子医療センターに三重県立総合医療センター、桑名市総合医療センターが指定され

ている。

構想区域 市町 施設名 指定

三泗 四日市市 市立四日市病院 総合周産期母子医療センター

三泗 四日市市 三重県立総合医療センター

桑員 桑名市 桑名市総合医療センター

四日市市 みたき総合病院

四日市市 おばたレディースクリニック

四日市市 守屋レディースクリニック

四日市市 四日市レディースクリニック

桑名市 ヨナハ丘の上病院

桑名市 小塚産婦人科

いなべ市 いなべ総合病院

鈴鹿市 宮崎産婦人科

鈴鹿市 鈴木レディースクリニック

鈴鹿市 白子ウィメンズホスピタル

地域周産期母子医療センター

分娩対応施設
桑員

三泗

鈴亀
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２ー３ 北勢医療圏における出生数の推移

北勢医療圏における出生数は2015年以降、減少しており、2021年以降は6,000人以下である。
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２ー4 北勢医療圏における分娩件数・NICU・GCU・医師数の状況

北勢医療圏において分娩件数が多い施設は、白子ウィメンズホスピタル（7９８件）、宮崎産婦人科（５８２

件）、みたき総合病院（４６１件）、ヨナハ丘の上病院（４５４件）である。NICUの病床数は当院が最多である。
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２ー5 三泗構想区域における分娩対応施設の状況 ―区域内の全施設が四日市市に立地―

三泗構想区域内の分娩対応施設はすべて四日市市に立地している。分娩件数はみたき総合病院（4６１件）、

四日市レディースクリニック（４４０件）、市立四日市病院（4３６件）の順に多く、当院と三重県立総合医療セ

ンターが同数で産婦人科医師数が最も多い。
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３ー１ 当院の状況 北勢医療圏における周産期系疾患の入院受入れ状況

北勢医療圏の周産期系疾患は複数病院で受入を担っている。

三重県立総合医療センターや桑名市総合医療センターの方が受入実績（合計）は多いが、当院は早産・胎児

異常・分娩異常等の症例で受入実績が多く、主要な受入先の一つとなっている。
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３ー2 当院の状況 三泗構想区域における周産期系疾患の入院受入れ状況

当院は、周産期系疾患全体では三泗構想区域内2位（シェア31.2％）だが、早産・切迫早産、分娩の異常、

妊娠高血圧症候群関連疾患では最多の受入実績を有している。
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３ー3 当院の状況 北勢医療圏における新生児系の入院受入れ状況

当院は北勢医療圏内で新生児の受入件数が4番目であり、妊娠期間短縮・低出生体重で約20％の受入件

数を有している。
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３ー4 当院の状況 三泗構想区域における新生児系の入院受入れ状況

当院は三泗構想区域内で、妊娠期間短縮・低出生体重で約40％の受入件数を有している。
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４ー1 将来ニーズ 北勢医療圏における将来推計患者数

北勢医療圏では、2025年以降、減少傾向が継続する。2050年には2025年を100%とした場合、

外来では7５％程度、入院では７３％の水準となる見込みである。

（単位：人／日）

（単位：件／年）
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４ー2 将来ニーズ 三泗構想区域における将来推計患者数

三泗構想区域でも、2025年以降、減少傾向が継続する。2050年には2025年を100%とした場合、外

来では７０％～7９％、入院では７２％～８０％程度の水準となる見込みである。

（単位：人／日）

（単位：件／年）
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５ 周産期医療についてのまとめ

観点 データから確認できる事項 検討論点

• 北勢医療圏・三泗構想区域の周産期系疾患の入院需要
は、いずれも2025年以降減少する見込み。

• 2050年の入院需要は、2025年を100％とした場合、
北勢医療圏/三泗構想区域ともに約75％程度となる。

周産期医療においてどのような役割を果たすべきか

北勢医療圏の周産期医療の中核施設として総合周産期
母子医療センターの機能を維持すべきか 等

 三泗構想区域内の地域住民の周産期医療（通常分娩含
む）においてどのような役割を果たすべきか 等

どのような機能を維持・強化・縮小し、他医療機関とどの
ように役割分担・連携すべきか

・ 通常分娩
・ ハイリスク分娩（合併症、多胎等）
・ 新生児医療
・ 手術を伴う周産期症例
・ 母体救命への対応 等

北勢医療圏

• 当院が総合周産期母子医療センターに指定され、三重県
立総合医療センター、桑名市総合医療センターが地域周
産期母子医療センターに指定されている。

三泗構想区域

• 上記に加えみたき総合病院、おばたレディースクリニッ
ク、四日市レディースクリニック等と連携して周産期医療
に対応している。

• 年間分娩件数は三泗構想区域内で3番目である。
• 産婦人科医師数は最多であり、NICU９床・GCU12床

を有している。
• 周産期系疾患の受入れは同区域内2番目（シェア

31.2％）であり、早産・切迫早産、分娩の異常、妊娠高血
圧症候群関連疾患では最多の受入実績を有する。

• 新生児系疾患は北勢医療圏全体では4番目だが、妊娠
期間短縮・低出生体重では圏内最多であり、三泗構想区
域内では新生児系疾患全体の受入件数も最多である。
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